
 

 

  

＜＜取取材材ののおお願願いい＞＞  

白白鶴鶴美美術術館館 22002222 年年秋秋季季展展内内覧覧会会  
■■日日時時：：22002222 年年 99 月月 2222 日日（（木木））1100 時時～～1122 時時  

■■場場所所：：公公益益財財団団法法人人  白白鶴鶴美美術術館館（（本本館館・・新新館館））    神神戸戸市市東東灘灘区区住住吉吉山山手手 66－－11－－11  

 公益財団法人白鶴美術館（神戸市、1934年開館）では、9月 23日（祝・金）から 2022年秋季展覧会を開催

します。当館は、多彩な日本・東洋美術（本館）、そして中東絨毯（新館）の所蔵館として世界的に知られて

います。今回は、本館と新館で「揺ら美（ゆらび）」という共通のテーマで、重要文化財 11点等の作品を展

示する展覧会を催します。水や風に関わる文様は、古今東西を問わず普遍的なものですが、その汎用性ある「揺

らめく美」を表す作品を展示します（作品数：本館 60点、新館 22点）。代表作として重要文化財「金銅小幡」

（白鳳時代）、世界最大級の唐代銀器「鍍金龍魚文大銀盤」（唐時代）、またペルシアのカーシャーン産の絨

毯（1900年頃）があります。 

会期中には、講演会やワークショップなど、来館者が自由に参加できる各種イベントも開催します。 

ご多忙の折、誠に恐縮ですがなにとぞご出席、ご取材賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

尚、お手数ではございますが、ご出席頂ける場合、9月 20日（火）17時までに、下記記入欄に必要事項を

ご記入の上 FAX にてご返信またはお電話にてご連絡ください。 

記 

■名称 白鶴美術館 2022年秋季展内覧会 

■日時 2022年 9月 22日（木）10時案内開始（12 時終了予定） 

■受付開始 9時 30 分 

■場所 公益財団法人 白鶴美術館（本館・新館） 

〒658－0063 神戸市東灘区住吉山手 6－1－1  

Tel/Fax: 078-851-6001 

■内容 学芸員が今回の見どころを詳しくご案内します。 

■担当 白鶴美術館 海原・田林 

■アクセス 

・阪神御影駅、JR住吉駅から市バス 38系統  

渦森台行「白鶴美術館前」下車 

・阪急御影駅から北東約 1km（徒歩約 15分） 

・無料駐車場あり（大型バスも可） 

 

 

御芳名：                             計    名様 

 

貴社名：               貴媒体名    

 

ご連絡先：電話番号               FAX 

 

メールアドレス 

※お手数ですが各項目をご記入の上 9月 20日（火）17時までに FAX にてご返信ください。電話でのご連絡も可。 

 

報道関係者各位               

2022年 9月吉日 

内覧会お申込み記入欄（Fax: 078-851-6001） 
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日本・白鳳時代 



 

1934 年開館の美術館本館 

開催概要 

展覧会名： 揺ら美（ゆらび） 

■期  間  2022年 9月 23日（祝・金）～12月 11 日（日） 

■休館日  毎週月曜日 但し、10月 10日（祝・月）は開館、10月 11日（火）を休館 

■開館時間 午前 10時～午後 4時 30分（入館は午後 4時まで） 

■入館料   大人：800円 大学・高校生：500円 中・小学生：250円 

        （65歳以上は 500円、大人・大学・高・中・小学生団体 20名以上は 2割引） 

        

展覧会に伴うイベント情報 

講演会「風を表現する―金銅小幡と金銅垂飾をめぐって」 

日時：11月 6日（日） 午後 2時～3時 30分 

講師：内藤 栄 氏（大阪市立美術館館長） 

新館レクチャー「トルコ文様にみられる揺らぎ」 

日時：11月 20日（日） 午後 2時～3時 30分 

 講師：ヤマンラール 水野 美奈子 氏（元龍谷大学教授・国際トルコ美術史学会常任理事） 

文化財特別ワークショップ「金工の伝統技法を知る」  

日時：10月 8日（土） 午後 1時～4時 15分 

 講師：森本 安之助 氏（株式会社 森本錺金具製作所） 

大学生ワークショップ「大学生による金工ワークショップ―揺ら美工房」  

日時： 11月 13日、20日、27日、12月 4日の各日曜日 午後 1時 30～3時 30分 

指導員：甲南大学学生ワークショップ指導員 

ア－ト・ト－ク「水・風の生み出す造形表現」  

日時：12月 11日（日） 午後 2時～3時 30分 

 講師：当館学芸員 

スライド解説「展示品のみどころ」  

日時： 9月 24日、10月 22日、11月 26日、12月 3日の各土曜日 午後 2 時～3時 

 講師：当館学芸員 

 

【白鶴美術館とは】 

「世界的価値のあるコレクションを私蔵するのではなく、ひとりでも多くの方

の目に触れてほしい。」白鶴美術館は、そんな願いを持った嘉納治兵衛（鶴翁・

白鶴酒造 7代）によって昭和 9年（1934年）に開館されました。古美術品 500

点で出発した当館は今、国宝 2件（75点）、重要文化財 22件（39点）を含む

約 1450 点以上の作品を所蔵。戦争と空襲、大震災など幾多の苦難を乗り越えて、

価値ある古美術品を現在に残しています。 

アクセス 

〒658－0063 神戸市東灘区住吉山手 6－1－1 

・阪急御影駅から北東約 1km（徒歩約 15分） 

・無料駐車場あり（大型バスも可） 

・阪神御影駅、JR住吉駅から市バス 38系統渦森台行「白鶴美術館前」 

 


